
【学術賞受賞者講演】 

日本非破壊検査協会「協会賞」の受賞について 
 

[ 授与機関名：社団法人日本非破壊検査協会、受賞名：協会賞、受賞年月日：平成21年5月20日 ] 

 

 

                               日大生産工  ○星川 洋 

１ まえがき 
 非破壊検査は工業製品や構造物のキズを検

出し健全性を評価して社会の安全を維持する

技術である。日本非破壊検査協会は非破壊検

査法の調査と研究を行い、技術水準の向上普

及を図り、もって学術文化の発展に寄与する

ことを目的として1952年に設立されて以来、

文部科学省所管の社団法人として非破壊検査

法に関する科学の研究と調査、研究会および

講演会の開催、非破壊検査技術者の認証など

に関する事業を行ってきている。本年３月末

現在の会員数は4015名であり、当該協会が非

破壊試験技術者として認証を行った件数はお

よそ7万名に及ぶ。 
筆者は1967年4月に日本大学生産工学部に

勤務を始めると同時に、元生産工学部長の石

橋泰雄先生に手解きを頂いて渦電流探傷の研

究に着手し、以来40年以上のに渡って日本非

破壊検査協会において研究発表および当該協

会の運営などの一端を担ってきた。幸いにも、

平成21年5月の総会で協会賞を受賞すること

ができた。なお、当該協会の規則では協会賞

の表彰目的を次のように規定している。 
「わが国の非破壊検査に関する学問又は技術

に特に顕著な功績があり、当協会の事業に多

大な貢献した会員を表彰する。」 

 
２ 研究活動 
非破壊検査法には放射線透過試験や超音波

探傷試験など種々の方法があるが、万能な方

法はないため、試験体の材質や形状寸法、検

出すべきキズの性状に対応して適切な方法が

選択されて適用されておいる。筆者が取り組

んでいる渦電流探傷試験は図１に示すように

交流を流したコイルで磁界を発生し、試験体

に誘導された渦電流がキズによって変化する

ことを利用して探傷する方法である。金属材

料の表面キズを試験体に非接触で高速度で探

傷でき、非破壊試験の自動化にてきするとい

う特徴がある。しかし、試験コイルと試験体

とのリフトオフ変化によって大きな雑音が発 

   
 
 
 
 
 
 
 

図１ 渦電流探傷試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ Θプローブ 
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図３ Θプローブ探傷信号パターン 
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生するという問題がある。 
筆者は渦電流探傷法における雑音の低減法

と信頼性向上を目指して研究に取り組んでき

た。図２は筆者らが開発した幾つかのプロー

ブの一例を示す。このΘプローブは原理的に

リフトオフ雑音を発生しないので、図３に示

すように雑音が小さく明確な信号を検出する

ことができる。その結果、図４に示すように

キズ信号の位相に基づいた表面キズ深さの評

価精度を高めるものである。 
当該協会の機関誌「非破壊検査」に掲載さ

れた筆者の査読審査付き論文はこれまで35編
である。近年における論文を参考文献として

文末に記載した。なお、研究報告に対して、

以下の授賞を受けている。 
奨励賞：1983年10月 
論文賞：1985年3月 
論文賞：1990年3月 
論文賞：2001年5月 
また、これらの研究成果の幾つかに関して

は、日本大学産官学連携知財センター（ＮＵ

ＢＩＣ）を通じて特許取得済みおよび特許申

請中である。 

 
３ 当該協会の運営関係 
筆者は当該の運営について、以下のような

役割で携わった。 
平成12年度・13年度：会長 
平成9年度・10年度：副会長 
平成4年～13年：理事(４年毎１年休止） 
平成4年～現在：評議員(４年毎１年休止） 
平成18～19年度諮問委員会委員長 
平成9年度：企画委員会委員長 
平成11～12年：出版委員長 
平成14～15年度認証運営委員会委員長 
平成7～11年：試験実施委員会委員長 
平成10～12年：試験基準委員長 
平成4～7年：第三分科会主査 
平成8～11年：保守検査研究委員会主査 
また、当該協会の渦電流探傷試験技術者の

認証用としてテキストの編集委員長として出

版に携わった。 
渦電流探傷試験Ⅰ（2008年） 
渦電流探傷試験Ⅱ（1995年） 
渦電流探傷試験Ⅲ（2003年） 

 以上の役割に対しては、これまでに以下の

ように受賞している。 
認定貢献賞：1989年3月 
功績賞：1992年10月 
功績賞：2002年10月 

 
４ あとがき 
筆者は渦電流探傷の信頼性向上と検査コス

トの軽減とを目的として一度の走査で二次元

の探傷を可能とするマルチプローブの開発研 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 信号位相に基づく表面キズ深さ評価 

 
 
究に取り組んでいる。非破壊検査はものを作

り出す技術ではなく、縁の下の役割であり目

立ちにくい分野であるが、工業製品や構造物

の安全を維持して社会の安心を保つために重

要な技術である。これからも非破壊検査の一

端を担う努力を続けたい。 
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